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更
新
伝
道
会
全
体
委
員
会
を
終
え
て

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
と
帰
っ

て
い
く
。
そ
の
時
、
私
た
ち
は
御
言
葉
に

聞
い
て
、
こ
こ
か
ら
遣
わ
さ
れ
て
行
き
た

い
。
与
え
ら
れ
た
御
言
葉
は
ロ
ー
ズ
ン
ゲ

ン
に
示
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

　
「
主
こ
そ
王
」
と
歌
い
始
め
ら
れ
る
詩

編
九
三
編
は
「
神
の
力
強
さ
」
を
歌
い
上

げ
て
い
る
。
力
強
い
神
は
「
威
厳
」
を
、

ま
た
「
力
」
を
衣
と
し
て
身
に
帯
び
て
お

ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
不
足
で
あ
る
。

神
の
統
治
さ
れ
る
世
界
は
、「
堅
く
据
え

ら
れ
」「
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
」。
こ
の
よ

う
な
力
強
き
神
の
御
支
配
は
永
遠
よ
り
永

遠
に
及
ぶ
。「
い
に
し
え
よ
り
」
と
か
「
と

こ
し
え
の
昔
か
ら
」
と
語
っ
て
、
私
た
ち

の
歴
史
も
ま
た
神
の
御
支
配
の
元
に
な
る

こ
と
を
言
い
表
す
。

　

こ
こ
で
は
、
自
然
現
象
が
語
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
言
葉
を
教
え
る

言
葉
と
し
て
選
ば
れ
た
マ
ル
コ
福
音
書
の

言
葉
も
ま
た
主
の
御
声
に
よ
っ
て
風
は
止

み
、波
は
鎮
ま
っ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な

い
。

　

教
会
で
今
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
を

読
ん
で
い
る
五
日
の
礼
拝
で
は
ヤ
イ
ロ
の

娘
の
出
来
事
に
さ
し
か
か
っ
た
。
娘
が
死

に
直
面
し
て
い
る
と
ヤ
イ
ロ
は
主
に
助
け

を
求
め
、
主
と
共
に
行
く
う
ち
に
、
一
二

年
の
間
病
に
悩
む
女
性
が
絡
ん
で
く
る
。

そ
こ
に
ヤ
イ
ロ
の
家
か
ら
使
い
の
人
が

や
っ
て
来
て
「
娘
の
死
」
を
告
げ
た
。
そ

の
言
葉
を
主
イ
エ
ス
が「
そ
ば
で
聞
い
て
」

下
さ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
を
口
語
訳
聖
書

は
「
聞
き
流
す
」
と
訳
し
て
い
た
。
こ
の

言
葉
に
は
、「
漏
れ
聞
く
」
と
か
「
耳
に

留
め
る
」
と
い
う
意
味
と
共
に
「
聞
き
流

す
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
両
者
を
同
時

に
言
い
表
す
日
本
語
を
私
は
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
マ
ル
コ
が
こ
の

た
。
そ
こ
か
ら
よ
み
が
え
り
の
高
み
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
主
が
、
私
た
ち
に
「
タ
リ

タ
、
ク
ム
」
と
語
り
か
け
て
下
さ
っ
た
。

私
た
ち
を
新
し
い
命
に
生
か
す
た
め
、
私

た
ち
の
命
を
取
り
戻
す
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
の
み
、「
主
こ
そ
王
」
と
言
い
表

す
信
仰
の
言
い
表
し
を
詩
人
と
共
に
告
白

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
更
新
伝
道
会
全
体
委
員
会
】　
閉
会
礼
拝
説
教
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よ
う
な
言
葉
を
、
こ
こ
で
用
い
て
い
る
こ

と
意
義
深
く
思
っ
た
。
ヤ
イ
ロ
に
と
っ
て

娘
の
死
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
、
痛
恨

の
出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
替
わ

る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
自
分
が
替
わ
っ

て
も
い
い
と
さ
え
考
え
た
に
違
い
な
い
。

ヤ
イ
ロ
に
襲
い
か
か
り
、彼
を
動
転
さ
せ
、

う
ろ
た
え
さ
せ
た
言
葉
を
主
イ
エ
ス
が
聴

い
て
下
さ
っ
て
「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
、

た
だ
信
じ
な
さ
い
」と
語
っ
て
下
さ
っ
た
。

く
ず
お
れ
そ
う
に
な
る
ヤ
イ
ロ
を
立
ち
上

が
ら
せ
ヤ
イ
ロ
の
家
、
娘
が
死
ん
だ
家
に

主
は
向
か
っ
て
下
さ
る
。
同
時
に
、主
は
、

こ
の
言
葉
を
「
聞
き
流
し
て
」
下
さ
っ
た
。

そ
れ
が
最
後
の
言
葉
で
は
な
い
と
聞
き
流

し
て
下
さ
っ
た
。
ヤ
イ
ロ
は
狼
狽
し
、
打

ち
ひ
し
が
れ
た
。
し
か
し
主
は
、
そ
う
で

は
な
い
。
打
ち
寄
せ
る
潮
の
響
き
よ
り
も

大
き
く
、
大
水
の
と
ど
ろ
き
よ
り
も
力
強

く
、
海
に
砕
け
散
る
並
よ
り
も
さ
ら
に
力

強
く
、高
く
に
い
ま
す
神
に
目
を
向
け
る
。

　

主
は
、
ヤ
イ
ロ
の
家
、
娘
が
死
ん
だ
家

に
入
ら
れ
る
。
そ
し
て
娘
に
「
タ
リ
タ
、

ク
ム
」（
少
女
よ
、
起
き
な
さ
い
）
と
い

わ
れ
た
。
主
の
言
葉
に
よ
っ
て
少
女
は
再

び
命
を
得
た
。
再
び
「
生
き
る
も
の
」
と

さ
れ
た
。
こ
の
主
は
「
力
強
く
、
高
く
い

ま
す
主
」
で
あ
り
な
が
ら
、自
ら
を
低
く
、

十
字
架
に
至
る
ま
で
低
く
し
て
下
さ
っ
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西
堂
昇
先
生
に
は
じ
め
て
お
目
に
か

か
っ
た
の
は
一
九
六
四
年
の
奥
羽
教
区
総

会
時
で
し
た
。
先
生
は
戦
前
に
青
山
学
院

神
学
部
を
ご
卒
業
さ
れ
、
日
本
メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
の
教
職
と
し
て
、
最
後
の
監
督
、

安
部
義
宗
牧
師
に
よ
っ
て
北
海
道
の
メ
ソ

ジ
ス
ト
帯
広
教
会
へ
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

戦
時
中
の
伝
道
、
牧
会
の
ご
苦
労
は
想
像

も
つ
き
ま
せ
ん
。
間
も
な
く
日
本
メ
ソ
ジ

ス
ト
教
会
が
他
教
派
の
教
団
教
会
と
合
同

し
、「
日
本
基
督
教
団
」
と
な
り
、
先
生

は
じ
め
幾
多
の
教
職
が
戸
惑
い
を
経
験
さ

れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
当
時
の
試

練
を
後
輩
の
私
た
ち
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
一
九
六
一
年
か
ら
七
二
年
ま
で

青
森
県
の
八
戸
柏
崎
教
会
で
牧
会
に
あ
た

ら
れ
て
い
ま
し
た
時
、
私
は
岩
手
県
盛
岡

市
の
下
の
橋
教
会
で
主
の
御
用
に
当
た
っ

て
い
ま
し
た
。
先
生
の
試
練
な
ど
に
比
べ

れ
ば
、
わ
た
し
の
苦
悩
な
ど
ま
こ
と
に
小

さ
な
も
の
で
し
た
が
、
先
生
は
親
身
に

な
っ
て
解
決
の
道
を
探
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
あ
る
と
き
に
は
奥
羽
・
北
東
地
区

開
催
の
教
師
会
に
招
か
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
学
び
で
指
導
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
生
は
若
い
こ

ろ
、「
学
生
キ
リ
ス
ト
教
友
愛
会
」
で
長

い
間
、
協
力
主
事
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
影
響
を
多
く
の
方
々
が
受
け

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

奥
羽
教
区
で
一
一
年
間
牧
会
、
キ
リ
ス

ト
教
育
に
従
事
す
る
一
方
、
教
区
副
議
長

の
役
職
を
か
ね
て
お
ら
れ
、
多
忙
な
日
々

を
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
北
教

区
仙
台
五
橋
教
会
で
六
年
間
牧
会
に
従
事

さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
本
多
記
念
教
会
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教

会
最
後
の
監
督
（
ビ
シ
ョ
ッ
プ
）、
阿
部

義
宗
牧
師
が
伯
父
本
多
庸
一
牧
師
（
日
本

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
初
代
監
督
）
の
名
に
因

ん
で
命
名
さ
れ
た
と
聞
き
お
よ
ん
で
い
ま

す
。
西
堂
牧
師
は
最
初
に
阿
部
義
宗
元
監

督
に
任
命
さ
れ
て
、
伝
道
、
牧
会
に
就
き

ま
し
た
が
、
最
後
の
伝
道
地
は
元
監
督
が

創
立
さ
れ
た
由
緒
あ
る
教
会
で
あ
り
ま
し

た
。
神
の
ご
摂
理
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

四
十
年
ほ
ど
前
に
、
日
本
基
督
教
団
紛

争
時
代
に
信
仰
の
危
機
を
憂
い
、
旧
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
の
牧
師
、
信
徒
が
「
更
新
伝

道
会
」
を
た
ち
上
げ
ま
し
た
。
お
の
お
の

そ
の
歴
史
的
特
質
を
尊
重
し
つ
つ
聖
な
る

公
同
教
会
の
交
わ
り
に
入
る
に
い
た
っ
た

は
ず
で
し
た
。
正
常
化
の
道
は
険
し
い
で

追
悼
　
西
堂
　
昇 

師

更
新
伝
道
会

前

副

会

長

真
壁
勝
一

　

例
年
よ
り
も
多
い
四
〇
名
の
参
加
で
、

二
月
六
～
七
日
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

湯
河
原
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
春
青
山
学
院
大
学
を
定

年
退
職
さ
れ
る
東
方
敬
信
師
を
講
師
と
し

て
、『
平
和
を
証
し
す
る
共
同
体
―
希
望

の
生
を
生
き
る
』
を
主
題
に
、
学
び
の
時

を
持
ち
ま
し
た
。
映
像
や
音
楽
を
交
え
た

お
話
に
引
き
付
け
ら
れ
な
が
ら
、
メ
ソ
ジ

ス
ト
の
信
仰
を
継
承
す
る
共
同
体
の
喜
び

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
礼
拝

　

説
教
「
信
仰
継
承
」
松
木
田
博
牧
師
（
甲

府
教
会
）、
朝
の
礼
拝　

立
証
「
恵
み
の

教
会
学
校
」江
渡
信
行
兄（
相
模
原
教
会
）、

閉
会
礼
拝　

説
教
「
全
地
よ　

主
の
御
前

に
沈
黙
せ
よ
」
森
里
信
生
牧
師
（
関
西
学

院
教
会
）
の
ご
奉
仕
に
も
感
謝
し
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
会
費
納
入
が
縮
小
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
、
大
切
な
課
題
と
受

け
止
め
、
今
後
、
三
役
か
ら
対
応
案
を
提

案
い
た
だ
き
、
常
任
委
員
会
に
て
継
続
協

議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
の
は
、

委
員
長
梅
津
裕
美
（
本
多
記
念
教
会
牧

師
）、
岩
本
聖
史
（
白
鷺
教
会
牧
師
）、
小

宮
山
剛
（
逗
子
教
会
牧
師
）、黒
田
毅
（
武

蔵
豊
岡
教
会
）、西
田
寛
子（
鳥
居
坂
教
会
）

で
し
た
。
盛
会
を
感
謝
し
ま
す
。

す
が
、い
ま
も
努
力
を
か
さ
ね
て
い
ま
す
。

身
近
に
来
ら
れ
た
西
堂
牧
師
を
迎
え
、
常

任
委
員
と
し
て
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

先
生
の
多
大
の
ご
協
力
で
、「
日
本
メ

ソ
ジ
ス
ト
教
会　

礼
文
資
料
」
及
び
「
日

本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会　

教
義
及
条
例
資

料
」
を
復
刻
し
、
簡
潔
に
し
て
要
を
得

た
解
説
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
出
版
が

で
き
ま
し
た
。
日
本
基
督
教
団
の
教
憲

教
規
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
生
前
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ス
レ

イ
の
信
仰
、
教
え
、
生
活
、
伝
道
そ
の

他
に
関
心
を
も
た
れ
、
か
れ
の
生
誕
地
、

回
心
の
場
所
な
ど
を
訪
れ
た
い
夢
を
い

だ
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
八
八
年

に
そ
の
夢
が
実
現
し
た
の
で
す
。
ウ
ェ

ス
レ
イ
回
心
二
五
〇
年
記
念
日
を
ロ
ン

ド
ン
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
カ
テ
ド
ラ
ル
と

ア
ル
ダ
ス
ゲ
ー
ト
近
郊
の
野
外
礼
拝
堂

で
迎
え
、
礼
拝
を
守
ら
れ
た
と
喜
び
を

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

聖
霊
の
お
導
き
に
よ
り
、
喜
び
と
感

謝
に
満
ち
た
ご
生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
慰
め
が
ご
遺

族
様
の
う
え
に
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
心
よ
り
お
祈
り
も
う
し
あ
げ
、
思

い
出
と
い
た
し
ま
す
。

全
体
委
員
会
報
告

「
思
い
出
」

準
備
委
員
長
　
梅
津
裕
美

追
悼
「
教
会
の
堅
立
」
を
願

い
戦
っ
た
森
里
忠
生
先
生
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書 

記 

報 

告

常
任
委
員
会

　
　
（
二
月
一
八
日
・
出
席
二
二
名
）

・
全
体
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
若
干

の
協
議
を
な
し
た
。

・
回
心
記
念
日
集
会
の
準
備
状
況
の
報

告
を
受
け
、
協
議
し
た
。

・
大
会
の
準
備
に
つ
い
て
小
宮
山
委
員

長
よ
り
報
告
を
受
け
た

・
一
瀬
和
子
姉
の
委
員
辞
退
を
承
認
。

・
新
常
任
委
員
、
委
員
住
所
を
確
認
。

・
総
会
に
於
い
て
話
し
合
わ
れ
た
予
算

と
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
次
回
常
任

委
員
会
迄
に
三
役
会
で
協
議
。

・
各
委
員
会
よ
り
報
告
を
受
け
た
。

消　

息

・
森
里
忠
生
牧
師
、
昨
年
三
月
一
五
日

に
召
天
さ
れ
ま
し
た
。

・
銀
座
教
会
、
宮
庄
博
副
牧
師
が
三
月

末
で
辞
任
さ
れ
、
松
山
番
町
教
会
の
主

任
担
任
教
師
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

・
高
田
和
彦
牧
師
、
九
段
教
会
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

・
阿
佐
ヶ
谷
教
会
：
カ
ン･

キ
ョ
ン
ミ

副
牧
師
が
高
知
教
会
に
赴
任
さ
れ
、
加

藤
真
衣
子
副
牧
師
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

・
広
尾
教
会:

米
山
恭
平
牧
師
が
主
任

担
任
牧
師
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
更
新
伝
道
会
の
活
動
は
会
員
の

会
費
と
献
金
と
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
会
費
が
未
納
な
方

は
ぜ
ひ
と
も
年
内
に
お
納
め
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
長
年
お
忘
れ
の
方

は
今
年
度
か
ら
で
も
結
構
で
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
特

に
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
各
教

会
の
予
算
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ

き
、
教
会
と
し
て
の
会
費
納
入
も

お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ェ
ス
レ
ー
回
心
記
念
日
集
会

 

　
二
〇
一
二
年
五
月
二
四
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
：
銀
座
教
会

　
午
後
六
時
　
礼
拝

　
　
説
教
　
高
田
和
彦
牧
師（
九
段
教
会
）

　
午
後
七
時
　
講
演
会

　
　
講
師
　
那
須
輝
彦
氏

音
楽
史
学
者
。
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
一
五
～

一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
音
楽
史
専
攻
。現
在
、

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
、
日

本
聖
公
会
東
京
教
区
聖
歌
隊
指
揮
者
。

　

先
生
は
二
〇
一
二
年
三
月
一
五
日
、
天
に

召
さ
れ
ま
し
た
。
三
月
一
六
、一
七
日
、
関

西
学
院
教
会
で
ご
長
男
の
森
里
信
生
牧
師
司

式
に
よ
り
前
夜
式
、
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
九
一
四
年
一
二
月
の
お
生
ま
れ
で
す
か
ら

九
七
歳
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
関
西
学
院
専
門
部
（
神
学
部
）
を

ご
卒
業
、
四
国
の
八
幡
浜
教
会
を
経
て
、

一
九
四
六
年
六
月
に
豊
中
教
会
牧
師
に
就

任
、
一
九
七
三
年
六
月
に
豊
中
い
わ
お
教
会

を
設
立
、
一
九
八
七
年
三
月
ま
で
お
働
き
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教

病
院
理
事
（
最
後
は
副
理
事
長
）
に
就
任
、

隠
退
後
も
同
病
院
で
の
主
日
礼
拝
の
ご
奉
仕

を
お
続
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
が
牧
師
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
時
代

の
豊
中
教
会
は
大
阪
教
区
で
も
っ
と
も
礼
拝

出
席
の
多
い
教
会
の
一
つ
で
、
旧
組
合
の
大

阪
教
会
、
旧
日
基
の
堺
教
会
な
ど
と
と
も
に

大
阪
を
代
表
す
る
教
会
で
し
た
。
青
年
も
多

く
、
牧
師
、
神
学
者
、
教
育
者
な
ど
、
有
為

な
人
材
を
次
々
と
輩
出
し
ま
し
た
。

　

一
九
六
九
年
に
お
こ
っ
た
教
団
紛
争
で
は

た
い
へ
ん
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
教
会
は
造
反

勢
力
の
標
的
と
な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
過

激
な
こ
と
で
耐
え
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
し

た
。
先
生
は
果
敢
に
闘
い
、
つ
い
に
、
志
を

同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
た
ち
と
と
も
に
豊
中

い
わ
お
教
会
を
設
立
す
る
に
い
た
っ
た
の
で

し
た
。

　

私
は
先
生
の
後
任
と
し
て
同
教
会
に
赴
任

し
ま
し
た
が
、
思
い
起
こ
す
の
は
一
九
七
七

年
に
先
生
が
始
め
ら
れ
た
福
音
主
義
教
会
連

合
関
西
部
会
の
働
き
に
傾
注
さ
れ
る
お
姿
で

す
。
先
生
は
教
団
紛
争
を
憂
い
、
嵐
の
中
、

教
会
の
堅
立
を
第
一
義
と
し
て
同
部
会
の
働

き
を
始
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。
教
会
役
員
・

信
徒
の
育
成
、
教
会
学
校
教
師
の
養
成
、
中

高
生
へ
の
伝
道
・
教
育
で
す
。
そ
の
た
め
の

研
修
会
、
講
座
、
修
養
会
に
は
多
く
の
人
々

が
集
い
ま
し
た
。
今
日
も
そ
の
働
き
が
続
い

て
お
り
、
今
春
の
中
高
生
修
養
会
に
は
百
名

以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
先

生
の
遺
さ
れ
た
果
実
の
一
つ
で
す
。

　

先
生
の
お
働
き
に
感
謝
し
、
主
の
御
名
を

賛
美
い
た
し
ま
す
。

追
悼
「
教
会
の
堅
立
」
を
願

い
戦
っ
た
森
里
忠
生
先
生

張
田
　
眞

更
新
伝
道
会

常

任

委

員
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2012 年度更新伝道会 役員・常任委員・委員
会長 佐野	
 英二 安藤記念 教職 委員 安藤　博子 富士吉田 教職

副会長 石渡	
 伸一 聖徒 信徒 委員 石田	
 聖実 尾陽 教職

副会長 藤村	
 和義 渋谷 教職 委員 伊藤　忠彦 和泉短大 教職

書記 岸　憲秀 千葉本町 教職 委員 伊藤	
 地塩 隠退 教職

書記 岩本	
 聖史 白鷺 教職 委員 鵜崎　庚一 碑文谷 信徒

会計 中井	
 幸夫 安藤記念 信徒 委員 江原　淳 隠退 教職

会計 西田　寛子 鳥居坂 信徒 委員 大島　栄一 相模原 信徒

委員 大橋　弘 隠退 教職

顧問 玉野	
 保美 安藤記念 信徒 委員 片山	
 秀夫 相模原 信徒

顧問 角谷	
 貞夫 安藤記念 信徒 委員 加藤　孔二 北広島 教職

委員 金井	
 次夫 本多記念 信徒

常任委員 石丸	
 泰樹 小石川明星 教職 委員 金附	
 正夫 八千代台 教職

常任委員 伊澤しのぶ 九段 信徒 委員 北村	
 宗次 隠退 教職

常任委員 伊藤	
 瑞男 大泉ベテル 教職 委員 金　　明淑 甲府 教職

常任委員 鵜飼	
 栄子 銀座 信徒 委員 具志堅	
 篤 読谷 教職

常任委員 梅津　裕美 本多記念 教職 委員 小出	
 直久 銀座 信徒

常任委員 江渡　信行 相模原 信徒 委員 高　　承和 聖和 教職

常任委員 大三島	
 義孝 碑文谷 教職 委員 小林　貞夫 日下部 信徒

常任委員 大村　栄 阿佐ヶ谷 教職 委員 小林　克哉 呉平安 教職

常任委員 笠原　康子 銀座 信徒 委員 斎藤　孝 碑文谷 信徒

常任委員 勝山	
 健一郎 竹岡 教職 委員 佐藤　千郎 隠退 教職

常任委員 G.W.ギッシュ 隠退 教職 委員 佐久本	
 正志 戸山 教職

常任委員 清弘	
 剛生 頌栄 教職 委員 篠田真紀子 無任所 教職

常任委員 黒田　毅 武蔵豊岡 信徒 委員 嶋田	
 順好 青山学院 教職

常任委員 小宮山	
 剛 逗子 教職 委員 下田尾治郎 田浦 教職

常任委員 坂井	
 賢治 片倉 教職 委員 鈴木	
 崇巨 聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大 教職

常任委員 佐藤	
 安彦 無任所 教職 委員 瀬下	
 羔子 経堂緑岡 信徒

常任委員 角谷	
 多美子 安藤記念 信徒 委員 竹内	
 郁夫 隠退 教職

常任委員 高田	
 和彦 立川 教職 委員 田添	
 禧雄 姫路福音 教職

常任委員 辻川	
 篤 相模原 教職 委員 千原　創 境南 教職

常任委員 土屋　利子 銀座 信徒 委員 津川	
 幸七 相模原 信徒

常任委員 中村	
 謙一 亀戸 教職 委員 土戸ｼｭｰ･ﾎﾟｰﾙ 青山学院大学 教職

常任委員 長山	
 信夫 銀座 教職 委員 東方	
 敬信 青山学院大学 教職

常任委員 永吉　章三 千葉本町 信徒 委員 中村	
 民男 隠退 教職

常任委員 林　牧人 西新井 教職 委員 鳴坂	
 明人 横浜磯子 教職

常任委員 張田　眞 鳥居坂 教職 委員 野村　誠 共愛学園 教職

常任委員 深町	
 正信 無任所 教職 委員 原　裕 天童 教職

常任委員 布施　英雄 頌栄 信徒 委員 平松	
 実人 西大井 教職

常任委員 真壁　巌 相愛 教職 委員 富士松武子 銀座　 信徒

常任委員 真壁	
 勝一 隠退 教職 委員 三木	
 信弘 北広島 信徒

常任委員 松井	
 睦 聖徒 教職 委員 森里	
 信生 関西学院(教） 教職

常任委員 松木田	
 博 甲府 教職 委員 山内　一郎 無任所 教職

常任委員 森	
 研四郎 鎌倉 教職 委員 山口	
 文恵 広尾 信徒

常任委員 山田	
 喬夫 無任所 教職

ウェスレー研 林　牧人 国際交流 高田　和彦

編集委員会 岩本　聖史 伝道協力 佐野　英二

出版 藤村　和義 人事相談 大村　栄

資料収集 森　研四郎 大会 小宮山　剛

回心	
 　 長山　信夫


